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1 は じ め に
 貧血或いは鉄欠乏状態が成人女性に多 く,そ の発生
には出血,女 性ホルモン,食 餌の異常など,色 々のも
のが関係すると思われるが,特 に 食物中の鉄,蛋 白
質,ビ タミンな ど,造 血因子の不足ない し欠乏が重視
される。我々は食餌性貧血の際の鉄の吸収 と代謝の異
常を知る目的で,発 育期 のWistar系 雄ラットに鉄,
蛋 白質或いはビタミンB6の 欠乏餌料を一定期間投与





ジン溶血性貧血 を起 こさせたラットについて も同様の





















 体重609前 後のWistar系 雄 ラッ トを予め一週間,
一定の温度(23士2。C)と 湿度(40土10%)の 室内で
標準合成飼料(Table 1)を 与えて飼育の後,対 照群
(25匹),鉄 欠乏群(25匹),蛋 白欠乏群(25匹),ビ
タミンB6欠 乏群(25匹)に 分 けて実験を行 った。フ
エニールヒ ドラジン貧血群(8匹)は 体重350g前 後
のラットを用いた。 なお,合 成飼料の無機塩はMc
CollumのSalt mixtureを,又Vitamin mixtureは
パ ンビタン(武 田)を 使用 した。対照群 には標準飼料
を与えて80日 間飼育 し,ま た鉄,ビ タミンB6或U・ は
蛋 白欠乏群では,標 準飼料からクエン酸鉄或いは塩酸
ピリドキシンを除去 したもの,又 はカゼイン含量を半
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減 したもので,そ れぞれ60日 間飼育 した。鉄欠乏群 で
はラットを プラスチ ック製 の クリ0ン ケ0ジ 内に 保
ち,ス テンレスの呑 口の付いた給水瓶 を用いて再蒸留
水 を自由に与えた。対照群及びその他の欠乏群では水
道水を自由に与えた。対照群 と各欠乏群のラッ トを10
日毎に2～3匹 ずつ,予 め16時 間絶食の後,軽 くエーテ
ル麻酔 して開腹 し,肝 静脈 から採血,致 死 させて肝,
脾,十 二指腸,骨 髄を摘出 した。標準飼料投与 による
各欠乏群 の回復実験では,鉄 欠乏群は3,6,24時 間
後 と9,14日 後に,蛋 白欠乏群は3,6,9日 後に,
またビタミンB6欠 乏群 は3,6,9,14,20日 後に,
それぞれ ラッ ト1匹 ずつ解剖 した。フエニール ヒ ドラ
ジン貧血群では,体 重3509前 後のラッ トに塩酸フエ
ニールヒドラジンの1%水 溶液0.15m1を 毎 日1回,
3日 間腹腔内に注射 し,注 射中止時と中止後3,7日
後 に ラッ トを 解剖 した。 血清鉄(SI)と 総鉄結合能
(TIBC)の 測定には血清0.5m1を 用い,日 本Roche
社 のキッ トを用いて発色の後,日 立分光々度計を用い
て546nmで 比色定量 した。測定用器具はすべて2倍
希釈の塩酸で除鉄の後,使 用 した。血清蛋白分画の測




























可能である。(吉野3)，島田4)ら， Person & Reich5) 
最初の17本までのフラクション中に Ferritinが存在
することを知ったので，鉄を証明するフラクション全
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Fig. 1 The elution pat句rn of the rat 
spleen by Sephadex G-200 column 
chroma tography 






























Photo. 1 Polyacrylamide-gel electrophoretic 
patterns of the rat spleen ferritin(the left)， 
the horse spleen ferritin (the middle) and 
the rat liver ferritin (the right) 
The increment of body weight in the 
iron-， protein-， and VB6 deficient rats 





















対照群 (Fig，3及び Fig，4， 5， 6) 
血清鉄(SI)と血清総鉄結合能 (TIBC)は，体重100
ビタミン B6欠乏の症状は徐々に回復した。









梢血の RBC，Retic， MCV， A/G比及び血清蛋白濃
度はそれぞれ， 幼若ラットでは平均500万/cmm，73 














2 鉄欠乏群 (Fig.3及び、Fig.4， 5， 6) 
SIとTIBCは鉄欠乏の初期(幼若ラット)では平
均180μg/dlと620μg/dl，また後期(成熟ラット)で
日 O~而Rι_24 9 14 DAYS 

















900， 1，650， 1，200μg/g， また鉄欠乏の後期で、は平均
























































Fig. 4 The ferritin-Fe and apoferritin of 
the spleen in the iron-， protein-， 
and VB6 deficient rats 
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Fig. 5 The ferritin-Fe and apoferritin of 
the liver in the iron-， protein-， and 
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Fig. 6 The ferritin-Fe and apoferritin of 
the duodenal rnucosa in the iron-， 
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Fig. 7 Hernatological changes in the protein-
























4 ビタミン B6欠乏群 (B6欠乏群) (Fig. 7及び
Fig. 4， 5， 6)
SIとTIBCはB6欠乏の初期では平均 150μgjdlと
500μgjdl，また後期で、は平均 110μgjdlと380μgjdlで
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及び平均1，800，2，400， 1，200μgjgで，又後期ではそ 2 
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Fig. 8 Hematological changes in the "Ph" 
anemic rats 
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Fig. 9 The ferritin-Fe and apoferritin of 
the spleen， liver and duodenal 












































































Fig. 10 The ferritin-Fejprotein ratio of 
the spleen， liver and duodenal 
mucosa in the iron-， protein-， and 






























































































ためと考えられる。 ? ? ?
The ferritin-Fejprotein ratio of the 
spleen， liver and duodenal mucosa 
















































蛋白投与後， 牌では Fr-鉄に著変がないが， Afが増

































































と RBCの急増を認め，肝では Afの急増と Afの鉄
飽和度の急速な回復を認めたが， 十二指腸粘膜では
Fr-鉄と Afの回復が著しく遅延した。
3. B6欠之ラットの未梢血では， SIの増加， RBCと
Reticの減少を，また骨髄では SBの著増を認め，肝







4. Ph溶血性貧血ラットの未梢血では， RBCと Ht
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